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概要   

Z39．50が備えている国際的な相互接続性を推持しつつ、日本語書誌目録のJAPAN／MAR〔ルコ…ドを検  

索Lてその結果を返戻する場合、Z39．50に日本語書誌目録を考慮Lた付加的な仕様が必要になることが指  

摘されている。  

この指摘に基づき、本稿では、日本語書誌目録用に必要となる仕様項目を概説し、JAPAN／MARCに透明  

して作成している関連仕様と試作したシステムの機能概要を述べる。  

キーワード   

Z39．50，JAPAN／MARC，JPmarc，日本語，番誌，日録，IndexData，ChaSen，茶釜，形態素解析  

ExplanationofDraft SpecificationfbrZ39。50JAPAN／MARC  
andPrototype SystemfbrEvalua七ion  

ShigeruIshida  

INTECSystemsLaboratoryIne．  

ISLBLDG2F，3－23ShilnOShin－Machi，ToyamaCity，ToyaI11a．，930－0804，Japan  

Pl10ne：＋8ト76－444－8088  

FAX：＋81－76－444－8126  

E－Mail：ishida⑬isl．intec．co．Jp  

Abstract   

IncasethatZ39・50clientssearchandretrieveJAPAN／MARCbibliographicitemcatalogueinkeepingthe  

internationalinteroperabilityofZ39・50，itissaidthataadditonalspeci且cationfbrJapanesebibliographic  

is needed．  

Therefbrebasedonthis）七hispaperexplainsbriefofitemsofaadditionalspecificationneededforJapanese  

bibliographicandalsoexplainsadraftspecificationforZ39・50JAPAN／MARCandbriefoffacilitiesof  
aprototypesystem．  
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1．はじめに   

Z39・50【1】は情報検索と返戻に関するANSI／NISO規格である。今日、Z39．50－1995をベースとするISO  

23950：1998として国際規格に採用されており、国内ではJISXO806：1999として規格化されている。  

Z39・50は、欧米で構築されている電子図書館の機能の中で、主にUSmarc，UNlmarc等の叫ARCレコー  

ドの検索とその結果情報の返戻を実現するために採周が進んでいる。一方、Z39．50を日本語書誌日録レコー  

ドに適用する場合、UNImarcに準拠して開発された国内で代表的なMARC形式であるJAPAN／MARC［2】  

（以降JPmarc）が候補に上げられる。Z39．50が備えている国際的な相互接続性を維持しつつ、JPmarcレ  

コードを検索してその結果を返戻する場合、日本語書誌日録を考慮したアクセスポイントや検索式の構造、  

返戻時の要素仕様などが別途必要になることが指摘されている。【3】この指摘に基づき、Z39．50でJPmarc  

レコードを運用するための関連仕様を作成し、これら仕様を評価することを目的に、サーバならびにクラ  

イアントシステムを試作した。  

本稿では、日本語書誌目録用に必要となる仕様項目を概説し、Jpmarcに適用した仕様と試作したシステ  

ムの機能概要を述べる。  

2．Z39．50の国内利用に向けて   

Z39．50は、異機種ネットワーク間の相互接続性に優れた情報検索と返戻の機能を実装する際、有望な仕様  

として国際的に認知されている。これには、ネットワークに接続された複数の図書館を同鵬の利便性でア  

クセスできること、OPACと連携した図書館間の相互貸借を実現することが主要な目的と捉えられている。  

これらを踏まえてまず最抑こ、日本語書誌目録として公式に流通しているJPmarc形式のレコードをZ39．50  

に載せるために必要となる関連仕様を作成、評価する環境として、JPmarcレコードをネイティブに扱え  

るZ39．50サーバ、クライアントシステムを試作している。併せて、JPmarcをZ39．50に載せるための関  

連仕様を作成している。  

2．1検索式の国際化   

Z39．50は米国を中心に開発されてきた経緯から、検索式を扱う言語仕様の面で国際化が遅れている。符号  

化されたデータレベルでは、問題なくバイナリデータを転送することができるが、検索式で表現される文  

字コードの符号化方式については、Z39・50サーバ（target）とクライアント（origin）間で予め了承してお  

く必要がある。現在、このための規約として、「文字集合と言語の交渉規約＃2」［4】が作成されている。  

この規約では、文字集合の符号化方式として、ISO2022のエスケープシーケンスに基づいた方式と、ISO  

lO646－1のいわゆるUnicode系の方式が用意されている。EUではISOlO646－1に基づく符号化方式を採  

用した環境が構築されつつある。  

しかし、これだけでは、クライアントとサーバ間で検索式の扱いを正確に交渉することができない場合が  

ある。特に、アジア圏の言語では空白文字による分かち書きという表記様式が一般的でないこと、日本語  

における片仮名、平仮名、ローマ字、湊字などの同一内容の異表記の可能性、これによる典拠コントロー  

ルの繁雑さという問題が存在する。これらを検索時のアクセスポイントを表現するBib－1などの属性集合  

で如何に指定するのか、また、検索結果の返戻時に指定する要素仕様をどのように対応あるいは拡張する  

べきか、解決しなければならない課題は多い。  

主に欧米においてZ39．50の規格開発に携わる人達に、問題意識に上る必然性のないこれらの課題の解決  

を期待すること．は難しい。一方で、Z39．50の国際的な利用が進もうとしている現在、各国の言語特性を  

Z39．50に反映させるよう、各言語圏から必要な仕様を提案していくことが求められている。これらの仕様  
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をスキーマとしてZ39．50の規格に登録することで、電子図書館の検索と返戻機能の面で、言語圏を考慮  

した国際的な連携が実現できると期待される。  

2．2JPmarcとUNImarcの非互換性   

JPma．rcには、図書編と逐次刊行物編の二種類があり、主に図書編のレコードが流通している。JPmarcは  

VNImarc準拠に開発されているが、以下の点でMARC構造レベルで非互換性を抱えている。  

●サブフィールド識別子内部に、データ部の長さとデータ部の文字コードの1バイトあるいは2バイ  

トを示すモードの概念が追加されている。  

●バイトモードのデータ部分は、ASCIIでなくEBCDICで記述されている。  

●典拠コントロールが不十分である。   

この他にも、国内にはベンダー固有のMARCレコードが広く流通しているという現状がある。しかし、  

JPma－rCは国内で公式に流通しているMARCであり、JPmarc形式のレコードが公的機関から求められて  

いるため、現在も作成されている。このような状況を踏まえて、日本語書誌日録をZ39．50で扱う最初の  

候補をJPmarcとした。   

2．3JPmarc対応関連仕様の概要   

JPmarcをZ39．50で扱うためには、関連仕様の作成を中心に次の作業が必要となる。  

●JPmarcOIDをZ39．50管理団体に申請する。JPmarcをVNImarc準拠として解析しても、内容を  

正しく把擁することができないため必要である。  

●日本語番誌目録用にBib－1属性集合に代わるBib－jpなる属性集合を新たに定義する。この属性集合  

はMARC構造と独立した定義である。この利点は、Jpmarcを適用対象とする現状の仕様とは別に、  

将来、JPmarcに代わるMARCが開発された場合にも、共通のアクセスポイント仕様として適用す  

ることができる。また、他のMARCベンダーの独自MARCにも適用することができる。  

●Bib－jpUseタイプとJPma，rCフィールドの相応関係を定義する。   

・Bib－jpS七ructureタイプに、片仮名、ローマ字、漢字のそれぞれの字形を指示する嘩を定義する。こ  

れは検索時のアクセスポイントの属性修飾のみならず、各字形別に索引語を閲覧する際にも有効に作  

用する。   

・Bib－jpTruncationタイプのregExpr－2（103）を日本語正規表現の指示に割り当てる。   

●JPma∫Cフィールドのインデックス仕様を定義する。   

・要素集合名B（Brief：概要）に対応するJPmarcフィールドを定義する。   

●GRS－1返戻用にタグセット4を定義する。レコード返戻時の要素仕様と連携する仕様であり、米国  

連邦政府が運用している一種のメタデータであるGILS【5】スキーマにマッピングする際に効果を発  

揮する。  

・OPAC／HoldingsスキーマのHoldingsStatementでUSmarcを想定して定義されているフィー）t／ド  

をJPmarc対応に変更する。  

●上記項目をJPma」rCスキーマとしてZ39．50管理団体に申請する。  
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3．JPmarc対応関連仕様   

2．3で説明したJPmarc対応関連仕様の一覧の内、実際にJPmarcレコードを用いたZ39．50環境の構築  

に必要な最小限の仕様を以下に提示し、それぞれを説明する。  

なお、以下に上げていない仕様項目の中で、特にJPmarcフィールドのインデックス仕様がある。これに  

ついては、現時点では未だ明確な推奨仕様を提示していない。フィールドデータの1バイトあるいは2バ  

イトモードの差異、加えて数字とそれ以外という区別等に応じて、幾つか異なるインデックス方式が存在  

すると考えられる。特に2バイトコードで表現される日本語文字列については、推奨される分かち書き方  

式を提示することが望ましいと思われる。trSmarc等の場合、推奨されるインデックス仕様までをスキー  

マで定義していないこともあり、JPmarcについては現段階では未接示とし、今後の課題としたい。  

3．1J■PmaI・C OID   

Z39．50管理団体（米国議会図書館）が主催するMarchZIGMeetinginPaloAlto1999で1．2．840．10003．5．24  

として採周された。  

3．2Bib－jp：Bib－1に代わる日本語書誌目銀用属性集合   

3．2．1Use（1）：フィールド項目   

Bib－1Useに以下のフィールド項目を置換ないし追加導入する。  

フィールド項目 値JPmarc対応フィールド識別子  

レコードコントロール番号12 001  

ISBⅣ  7 010 ＄A  

全国書誌番号 48 020＄B  

レコード登録日付1011100＄A（先頭8桁）  

著者名 1003 25ト259＄F  

291－299＄F  

751－759 ＄A＄Ⅹ＄B  

791－799＄A＄Ⅹ＄B  

書名  4 25卜259＄A細  

291－299＄A＄丑  

280 ＄A ＄D  

551－559＄A＄Ⅹ細  

580 ＄A ＄Ⅹ＄B  

59ト599＄A＄Ⅹ＄B  

双書名  5 280＄A＄D  

580 ＄A ＄Ⅹ＄B  

出版地  59 270＄A  

出版者 1018 270締  

出版年月 31270細  

一般注記 1130 350＄A  

原書名  35 354＄A  
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内容注記  1131377＄A  

件名  21650＄A＄Ⅹ細  

658 ＄A ＄Ⅹ ＄B  

個人件名 1009 650＄A＄Ⅹ＄B  

一般件名 1124 658＄A＄Ⅹ＄B  

ⅣDC分類記号 1116 677＄A  

ⅣDL分類記号 1117 685＄A＄Ⅹ  

ⅣDL請求記号 1118 905＄A  

3．2．2Relation（2）：関連   

Bib－1Relationをそのまま導入する。  

3．2．3Positioil（3）：位置  

Bib－1Positionをそのまま導入する。  

3．2．4Structure（4）：構造  

Bib－1Struct11reに以下の棉造を置換ないし追加導入する。  

樺造 債  

分かち 2  

片仮名字形200  

ローマ字形201  

漢字形 202  

3．2・5Truncation（5）：トランケーション   

Bib－1Structureに以下のトランケーションを置換する。  

トランケーション 値  

日本語正規表現103  

3．2．6Completeness（6）：完全性  

Bib－1Completenessをそのまま導入する。  

3．3Bib－jpOID申請   

0ID予約の選択肢として、ローカル登録（1・2・840・10003・3・1000）の下位で割り当てを受ける。  
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3・4要素集合名B（駄ief：概要）のJPmarcフィールド構成  

Jpmarc フィールド識別子 フィールド名  

001 レコード識別番号  

010   IS王】Ⅳ  

020  全国書誌番号  

100  一般的処理データ  

251 書名と著者に関する事項  

270  出版に関する事項  

4．評価用試作システム   

Z39．50でJPmarcレコードを扱うために作成した関連仕様の評価環境として、Z39．50サーバ、クライア  

ントシステムを試作している．。関連仕様は作成過程で流動的に変更されるため、独立した定義ファイルと  

して扱えるようにすることで随時、変更を反映させるようにしている。  

JPmarcでほ日本語文字コードにJISXO208（旧JISC6226－1978）、また、これら文字コードの制御文字  

コードにJISXO207を使用している。Z39．50で日本語文字コードのようなマルチバイトを扱う際、デー  

タレベルでは問題無く扱うことができる。しかし、このままでは、サーバークライアント間で相互に文字集  

合と言語を交渉して認識することができない。 これを補う仕様として開発された「文字集合と言語の交渉  

規約＃2」の内、文字集合の符号化方式として、JIS文字集合を忠実に扱えるISO2022のエスケープシー  

ケンスに基づいた方式を採用している。  

また、ネットワークの側面から想定されるZ39．50クライアントの利用上の課題として、プライベートネッ  

トワーク上のZ39．50クライアントからインターネット上のZ39．50サーバに接続することが上げられる。  

これにはNAT（NetworkAddressTranslator）機能を有するルーティングサービスが必要となる。海外の  

Z39．50クライアントには、このための対応としてSOCKS連携機能を付加した製品が昨年からリリースさ  

れるようになり、試作システムでもこれに対応した。  

図1．JPmarc対応Z39．50試作システムの関連  

図2．JPmarc相応Z39．50試作システムのプロトコル層  

4．1試作システムの年寺徴   

関連仕様の評価を目的とした今回の試作システムのベースには、デンマークのIndexData［61から公開さ  

れている各種システムおよびツールを利用している。また、日本語書誌目録情報から日本語索引語を抽出  

するために、ChaSenと呼ばれる日本語形態素解析システムを導入している。【7】  

4．1．1JPmarc対応Z39．50サーバ  

●Init，Search，Present，Scan，Explain機能。  

●JPmarcOIDを認識、ネイティブレコードで返戻。  

●JPmarc対応属性集合のBib－jpの定義。  

●要素集合名BのJPmarcフィールドの定義。  
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○要求に応じてJPmarcレコードをGRS－1およびStTでRSで返戻。  

図3．JI）marc対応Z39．50サーバシステム構成の概念  

4．1．2JPmarc対応Z39．50クライアント  

●Init，Search，Present，Scan機能。ExplainデータベースはSearch機能から利用。  

●JPmarcOIDを認識、ネイティブレコードでサー バから受けたJPmarcレコードを解析、表示。  

・JPmarc対応属性集合のBib－jpの認識。   

図4．JPmarc相応Z39．50クライアントシステム構成の概念  

4．2Z39．50クライアントから見たJPmarcレコードの検索処理   

図を主体に順に説明する。  

4．2．1サーバ接続   

JPES（JPmarcEvaluationServer）へ接続し、サーバの主な実装情報を確認する。  

図5．JPmarc相応Z39．50サーバに接続  

4．2．2検索フィールド項目の選択   

日本語書誌目録用の検索フィールド項目の集合を設定する。  

図6．日本語書誌日録用の検索フィールド項目の集合を設定  

4．2．3検索式の入力ならびに検索実行   

「著者名＝国文学研究資料館」の検索式で検索を実行する。結果は1件の該当レコードが存在し、このレ  

コードを要素集合名F（Full：詳細）を指定してJPmarcネイティブのフォーマットでサーバから取得し、  

JPmarcレコード解析器を通して表示している。  

図7．検索式の入力ならびに検索実行  

4．2．4JPmarcフィールドの索引語の閲覧   

「著者名」のフィールド項目について、サーバ側で登録されている索引語の一覧を表示する。例では、「著  

者名＝国会」という条件でその近辺の索引語を表示している。  

図8．JPma，rCフィールドの索引語を表示  

－46－   



4・2・5JPmarcレコードをネイティブで返戻、表示（概要と詳細）  

「著者名＝総務庁」「著者名＝統計」「書名＝企業」の検索式で検索を実行する。結果は14件の該当レ  

コードが存在し、このレコードを要素集合名B（Brief‥概要）ならびにF（Full‥詳細）を指定してJPmarc  

ネイティブのフォーマットでサーバから取得し、JPmarcレコード解析器を通して表示している。  

図9．JPmarcネイティブレコードの概要表示  

図10．JPmarcネイティブレコードの詳細表示  

4・2・6JPmarcレコードをSUTRSで返戻、表示（概要と詳細）  

4・2・5の検索式で検索を実行し、得られた結果レコードを概要、詳細を指定してSロTRSでサーバから取得  

し表示している。  

図11・Jpmarcレコードの概要表示（St汀RS）  

図12・JPmarcレコードの詳細表示（StTでRS）  

4・2・7JPmarcレコードをGRS－1で返戻、表示（概要と詳細）  

4．2．5の検索式で検索を実行し、得られた結果レコードを概要、詳細を指定してGRS－1でサーバから取得  

し表示している。  

図13・JPmarcレコードの概要表示（GRS－1）  

図14・JPmarcレコードの詳細表示（GRS－1）   

4・2・8JPmarcレコードをネイティブで返戻、フィールド名で表示（詳細）  

「著者名＝総務庁」「著者名＝統計」「書名＝企業」の検索式で検索を実行する。結果は14件の該当レ  

コードが存在し、このレコードを要素集合名F（Full‥詳細）を指定してJPma∫Cネイティブのフォーマッ  

トでサーバから取得し、JPmarcレコード解析器を通し、フィールド名を付加して表示している。  

図15・JPmarcネイティブレコードの詳細表示（フィールド名）   

5．むすび   

Z39．50は電子図書館を構築するにあたり、検索と返戻という基本的な通信サービスを、高い相互接続性の  

維持しつつ捷供することが可能である。  

JIS規格化も行われた現在、USmarc，UNImarcのように日本語書誌目録についても今後Z39．50による流  

通が進むことが予想される。このために必要となる関連仕様を、まずはJPmarcレコードを想定して作成  

してきた。これらの仕様は、国内におけるZ39．50の利用に際して参考あるいは参照されることで、より  

適切な仕様に改良されることが必要であり、Z39．50管理団体に申請する日本語書誌目録用のスキーマの参  

考になれれば幸いである。  

最後に、試作システムの評価用にJPmarcレコードを提供して頂いた図書館流通センターの菅原さん、ま  

た様々にご意見頂いたZ39．50の国内メーリングリストの皆さんに感謝します。  
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図1：JPmarc対応Z39．50試作システムの関連  
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図2：JPmarc相応Z39．50試作システムのプロトコル層  
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図3：JPmarc対応Z39．50サーバシステム構成の概念   

図4：JPmarc対応Z39．50クライアントシステム構成の概念  
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図7：検索式の入力ならびに検索実行  

図8：JPmarcフィールドの索引語を表示  
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園9：JPmarcネイティブレコードの概要表示  

図10：JPmarcネイティブレコードの詳細表示  
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図11：JPmarcレコードの概要表示（StJTRS）  

図12：JPmarcレコードの詳細表示（StJTRS）  

－54－   



図13‥JPmarcレコードの概要表示（GRS－1）  

図14：JPmarcレコードの詳細表示（GRS－1）  
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図15：JPmarcネイティブレコードの詳細表示（フィールド名）  
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